
 

                          

   
 

PRESS RELEASE 
2025年 7月 23日 

報道機関 各位 

発電する！ マアジも集まる！ 

浮体式洋上風力発電施設に集魚効果を発見 
 

【概要】 
長崎大学水産学部の八木光晴准教授と、大学院総合生産科学研究科修士課程の土田真平を中心とする

研究グループは、長崎県五島市沖で建設中の浮体式洋上風力発電施設（写真１）に集魚効果があるかど
うかを、環境 DNA（eDNA）技術を用いて明らかにしました。 
年間を通じて実施された調査の結果、風車周辺の海域ではマアジの DNA断片が多く検出され、同種

が風車に蝟集（いしゅう）（集まっている）している可能性が示されました。これは、浮体式洋上風力
発電施設が魚類の行動や分布に影響を与える可能性を示す重要な証拠の一つです。 
現在、世界的にも浮体式洋上風力発電の設置例は少なく、五島市沖の風車は国内外の先駆けとして建

設が進められているものです。本研究は、このような新たな海洋構造物（海のランドマーク）が周辺の
魚類群集の生態に及ぼす影響を示したものであり、再生可能エネルギーの導入と海洋環境保全との調和
を考える上で、極めて重要な知見を提供するものです。 
なお、本研究は、公益財団法人日本生命財団「人間活動と環境保全との調和に関する研究」の助成を

受けて実施されました。この研究成果は、2025年 7月 16日に国際学術誌 Aquatic Conservation: 
Marine and Fresh Water Ecosystemsの早期オンライン版に掲載されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 長崎県五島市沖の浮体式洋上風力発電施設 
 



   
 

   
 

 
1.【背景】 
 近年、再生可能エネルギーの主力電源化に向けて、特に浮体式洋上風力発電施設の大規模な建設が進
むことが予想されています。しかし、その一方で、こうした施設が海洋生物や漁業に与える影響は、ま
だ十分に解明されていません。 
なかでも、魚類が洋上風車の周囲に集まる「蝟集効果」の有無は、人間活動が海洋生態系に与える影

響を理解する上で重要な手がかりとなります。そこで本研究では、浮体式洋上風力発電施設に魚類が集
まる傾向があるかどうかを、環境 DNA技術を用いて検証し、人間活動が海洋生態系に与える影響の一
端を明らかにするため、研究を実施しました。 
 
2.【研究手法・成果】 
 本研究では、環境 DNA技術を用いて調査を行いました。環境 DNA技術とは、環境中の水から生物由
来の DNAを検知し、生物の在不在や資源量の推定を行う技術です。現地での作業は水を採るだけで良
く、簡単に膨大なデータを得ることが出来ます。本研究ではこの技術を用いて、マアジの環境 DNA濃
度を計測することにより、マアジの分布傾向を推定しました。調査は 2023年 4月から 12月にかけて
実施し計 5回のサンプリングを行いました。採水地点は、風車近傍区の 4地点と、対照区の 4か所とし
ました（図１）。 
採水は長崎大学保有の練習船「鶴洋丸」を利用して行いました（写真２）。採水後、研究室に水を持

ち帰り、ろ過、DNAの抽出、リアルタイム PCRといった過程を経て、マアジの環境 DNA濃度を測定
しました（図２）。 
その結果、年間を通して風車近傍区ではマアジの環境 DNA濃度が有意に高いことが分かりました

（図３）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１ 採水地点を示した図。●が採水地点で、風車は FH、F1、F2、F3の位置にあります。風車近傍区
（E1、E2、E3、E4）と対照区（E5、E6、E7、E8）は 4マイル（約 7,400m）離れています。 

 



   
 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
写真２ 練習船「鶴洋丸」にて風車近傍区での採水中の様子。採水の際は手袋を着用し、サンプル外か
らマアジの DNAが混入しないように気をつけて実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 研究の概要図。（風車、水深及び調査船は同比率で描いている）練習船「鶴洋丸」は全長約 43m
であり、風車のブレードと同程度の長さです。また、風車の柱部分は水深約 76mまで及んでおり、そ
れより深い部分はチェーンのみとなっています。図のように風車近傍区で採水した後、４マイル離れた
対照区で採水を実施。採水したサンプル水は、研究室に持ち帰り室内実験により環境 DNAの分析を行
いました。 

 
 
 
 
 



   
 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ マアジの環境 DNA濃度を示した箱ひげ図。赤色が風車近傍区で青色が対照区の環境 DNA濃度を
示しています。縦軸は環境 DNA濃度を対数変換し示しています。 

 
 

3.【研究者のコメント】 
 海は広いな大きいな。海は、私たちにとって果てしない存在のように感じられます。しかし、その広
大な海も、私たち人間の活動によって深刻な影響を受けつつあります。たとえば、陸地が全く見えない
外洋の海域ですら、人間の影響を免れてはいません（Yagi et al., 2022; Kobayashi et al., 2021）。そ
して今、私たちは海に新たな構造物——巨大な風車を設置し、風の力を利用して電力を得ようとしてい
ます。いわゆる再生可能エネルギーの一つとして、持続可能な電力供給を目指す取り組みです。 
 では、この巨大な人工構造物に対して、海の生きものたちはどのように反応するのでしょうか？この
問いに答えるため、私たちは調査航海に乗り出しました（写真３）。風車が設置されている海域は、予
想通り風が強く、波も高いため、観測作業は常に船酔いとの闘いでもありました。しかし、そうした困
難を乗り越えた末に、年間を通じてマアジが風車周辺に集まる傾向があることを明らかにしました。こ
の結果は一見すると好ましいものに思えるかもしれませんが、実際にはそれほど単純ではありません。
風車付近に魚が集まっていても、その海域で漁業が可能とは限らず、回遊経路の変化によって従来の網
漁業の漁場に魚が来なくなるといった懸念もあります。 
 このように、私たちは今、海洋環境の保全と開発のバランスという極めて難しい課題に直面していま
す。そしてこの課題に向き合うためには、研究者だけでなく、社会全体、私たち一人ひとりの関心と行
動が求められているのです。今後はマアジにとどまらず、より多くの魚種を対象とした網羅的な調査を
進めていく予定です。私たちの航海は、まだまだ続きます。 
 
 
 
 
 
 
 



   
 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真３ 長崎大学水産学部の附属練習船”鶴洋丸”の調査航海での１コマ。 
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